
令和７年度 第１回湖南市立図書館図書館協議会 会議録 

 

■開催日時  令和７年６月 19日（木） 午前 10時 00分～11時 30分 

■開催場所  湖南市立甲西図書館 ２階 集会室 

■出 席 者  図書館協議会委員 10人 

事務局６人 

■傍 聴 人  １人 

１．開  会 

［教育長あいさつ］  

［会長あいさつ］ 

［職員紹介］ 

２．報  告 

１)令和６年度図書館事業実績について 

  ２)令和７年度の図書館運営について 

３)甲西図書館のリニューアルについて 

議長 それではまずは事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

事務局 （資料に基づき「令和６年度図書館事業実績について」「令和７年度の図

書館運営について」「甲西図書館のリニューアルについて」の報告） 

議長 なにかご意見のある方はおられますでしょうか。 

委員 移動図書館で今年度からイオンタウン湖南が入ったのだなと思って、従

来ずっと行っていただいている場所とは、趣が違うところですが、どの

ような感じですか。実際、何回か行っていただいているのかなと思いま

すが、教えていただけますか。 

事務局 

 

イオンタウンに関しましては、先方からの強い希望もございまして、昨

年度から検討していたところですけれども、スケジューリングの目途が

ついたので、この６月から寄せていただいております。 

以前ですと、菩提寺のフレンドマートに行っていた時期がございました。 

駐車場の関係でそこは休止になってしまっているけれども、たくさんお

買い物等々にも来られている場所でもございますので、利用が多くなれ

ばいいかなというところです。 

現在、まだ 1 回だけでございまして、カードを持ってきていない、返し

にだけ来たという方が多かったですけれども、店内でもＰＲをしていた

だいておりますので、少しずつ増えていけばいいかなと思っております。 

議長 新規登録者ですけども、湖南市には何人登録者がいらっしゃるのですか。 

事務局 利用カードにつきましては、有効期限があるというものではなくて、ず

っと使っていただけるというカードになりますので、１回登録していた



だくと、転出届けがない、或いは「使わない」ということで、返される

方以外はすべてデータが残っています。 

事務局 

 

あくまでシステム上の数字になりますが、湖南市で今現在登録している

数は、４万 3283人ということになります。 

ただしこれは先ほど申し上げましたけどももうすでに使ってらっしゃら

ない方、引っ越ししたけれども、届け出のない方そういったものも全部

積み上がった数字ということになっております。 

議長 

 

だから実態数がちょっとわかりにくいということですね。 

今後やはりＤＸ化進めるなかで、スマホがカード代わりになることも考

えられますが、実際は何人の方が持っておられるかと。今人口５万 3000

人なので、ほとんど８割ぐらいだが、実際はもっと持ってない人が多い。 

まずはカードを登録していただかないと、本も借りには来られないので、

そういった部分を改善していかないと。 

その他、このように、何でも聞いていただいたら、お答えをしていただ

けますし、そうでない分はまた、後日回答という形にさせていただきま

す。 

委員 

 

私からの要望ですが、図書館に行く足がない方。 

公共の交通機関、バスを使っていきたいけど、バス停から遠いとか、い

ろいろ時間が合わないとか、そういう方もおられます。 

提案としては、好きな時間に図書館に行けたら、それだけ利用者が増え

るのではないか、という提案です。 

直接図書館に行くバスがあればということです。 

事務局 

 

コミュニティバスが東庁舎まで来ておりますが、本数が少ないというこ

とは認識しております。 

こちらの方はバスの担当課も協議しながら、それから新庁舎が立つとき

にもご意見をお伝えして、何とかこう、ここに集まってこられるような

手段を作っていければ、というように考えております。 

図書館としては、その地域に読書環境を充実させていくというところも、

やはり取り組みを進めていかないといけないと思っております。例えば、

まちづくりセンターですとか、そういったところに、団体貸し出しで本

を置かせていただくとか、ちょっとした機能を、検討していきたいと考

えております。 

それからまた配本サービスも、将来的には検討していかないといけない

と思っております。 

今は、例えば視覚障がい者の方に、録音資料を郵送させていただいたり

もしているのですけれども、そこのところから少し広げていって、まず



障がいのある方を中心に、本を届けられるといいかなと思っております。 

また、一般の利用者の方については、郵送で、例えば片道分は市の方が

持って返送分は、利用者に負担していただくという形になるかもしれな

いですけれども、そういったことも検討もしていかないといけないかな

と思っております。 

将来的に検討するべき事項として、認識はしているところです。 

議長 （館内案内アナウンス、委員順に意見発表） 

委員 私は今回初めて参加させていただきました。学校の中で、子どもたちは

本当に本が大好きで、読み聞かせをしたときに、高学年で絵本はどうな

のかなと思っていたのですが、ものすごく喜ぶ。 

小さい子が読む本でも、本当に喜びます。言葉の持つ力はとても大きい

なというのを感じさせてもらっていたところです。 

子どもたちは移動図書館が本当に大好きで、子どもの渋滞が起こるぐら

いです。 

今もイオンタウンという話が出ましたが、昔は全部の小学校に移動図書

館が来ていたけど無くなった。 

なかなかおうちの人が図書館に連れてくるということが難しい。親御さ

んが本に興味があるというところは連れていってくださるのだけれど

も、なかなかそうでないおうちも、もちろんあって、イオンタウンなら

いろんな方がいっぱい来られてチャンスになるなというのも感じていま

す。 

学校の立場からだけでやってきたので、社会教育としていろんな方が集

まるところに寄せてもらうことによって、私自身も少し知見を広げられ

るなと思っています。 

議長 マツゾウ君は今蔵書を冊数 3,000冊ぐらい持ち歩いているんですよね。 

実はこの資料を見ていただいて、1 万 8,000 冊は移動図書館のためにあ

って、その 3,000冊を持っていくために入れ替えていただいているので、

いつも一緒の本が回ってくるわけではなくて 1万 8,000冊を、３回で６

分野ぐらいで分けていただいているので、図書館さんには、非常にご苦

労かけている。僕も最初は積んだままずっと巡回しているのかなと思っ

ていました。やはりその作業が、本当大変なので、1台回すのは、並大抵

の話ではないという苦労話を、そういった目で見ていただくと、ご理解

いただけるかなと思います。それがさっきの話ですが、楽しみになって

いるというようなことで、楽しまれるとやりがいがあるというようなと

ころは、またご認識いただきたいなと思います。 

委員 湖南市ができて 20 年のちょうどこの時期に、そしてリニューアル構



 想もつくるということで、図書館も変わるのかなと。またこの建物だ

けではなく、外の公園も含んだ上で、考える機会があるのかなと思い

ますので、その機会に、こうして、協議会のメンバーでいられるとい

うのは嬉しく思います。 

それで、昨年度からもう少しにぎやかに、この館内をもう少しこうし

たらいいのではないかとか、協議会のメンバーの中でも、いろいろと

話が出たりしていますので、それを２回ほど市長との話があるのかな

と聞いておりますが、そういうときも含めて、協議会としてどのよう

に、話を持っていけばよいのかなと。 

この機会に、この席にいるというのを楽しみたいと思っています。 

委員 

 

リニューアルですけども、課題の整理とか、現状分析をどのタイミング

でされるのかというのがちょっと気になります。 

それを踏まえた上で、リニューアルを考えていただく方がいいのかなと 

思っています。 

それから資料 7 の方の下の方に、９月から 10 月に市民アンケート実施

と書いてありますが、アンケートの対象者をどこに持ってくるかがもの

すごく心配に思っております。 

その辺は、これから考えていかれることと思いますけれども、いかがで

しょうかというのが 1つ質問でございます。 

それとは別の提案ですが、ブックスタートの場でアンケートをするのは

いかがでしょうか。ほぼ、100％に近い数で、アンケートに答えて頂ける

でしょうし、しかも若い世代、子育て中の方のご意見をいただけます。

その年代層と赤ちゃんへの対応策が立てやすくなると思いますので 1

つ、提案させていただきます。 

事務局 

 

アンケートの数ですけども、無作為で 2,000人ぐらいを対象にできたら

と思っています。また館内で利用者さん向けにもアンケートも実施でき

たらと考えております。 

図書館を利用されている方と、利用されてない方の意見も、どうして利

用されないのかなというところを聞こうかなと思っております。 

できるだけ広範囲でご意見を頂戴できるように工夫していきたいと思っ

ております。 

事務局 年度末には、構想を策定したいという思いでいます。 

議長 

 

皆さんにご意見を伺う際に、費用感がわかっていれば、例えば 200 万円

しかないのに、たくさん聞いてもね。でも、億をかけるとなれば、色々

な意見を出していけるということになるのですけど。 

委員 菩提寺のまちづくりセンターを作るときも、住民の方を集めて意見を言



 ってもらっても全然それが反映されてなかった。このアンケートとか市

民の意見を聞くという点も形だけというか、どれだけ夢を語って、どれ

だけ希望を言っても空振りのようなことがたくさんありました。それで

予算も含めてですけれども、行政とか図書館的にも、どの程度のことを

考えられるのか、そして市民の希望もどうなのかっていうところは、も

う少しこう見えてこないと、アンケート取りましたと言っても、結局、

何も反映されてないのではないか、みたいなことが多々あったような気

がします。 

事務局 市といたしましては、図書館にまず来ていただきたい。 

若い年代層、親子で小さなお子さんを連れておられる方とか、高校生中

学生、20、30代など幅広い年代層に来ていただきたい。先ほど実績報告

で、来館者の表も出していますけれども、やはり、高齢化しているとい

うところですので、そのあたりをどうしていったらいいのかというのが、

まず、課題に挙げられます。 

課題整理の中で、来てもらうにはどうしたらいいのか。例えば中をもっ

と明るくするとか、ちょっとしゃべれるスペースが欲しいとかいうのが

あると思います。今現在で、先ほどの予算的な話をいいますと、幾らあ

るからこの範囲でやりますというものは、今はないです。 

色々な意見を頂戴いたしまして、このように甲西図書館をリニューアル

することによって人が集まってにぎわいのある館になるので、これだけ

の予算をつけて欲しいという話もできます。 

委員 

 

「市民と作る図書館」という本を読みました。図書館を作る時に計画の

段階から市民を入れて、市民育てをしておられる事例の本です。これか

らの図書館は、資料をしっかり静かに読みたという方と、にぎわいのあ

る図書館が欲しいという方、相反する意見が、出ているわけですから、

そこのところをどのように住民が納得しながら、自分たちでルール作り

や棲み分けをするか。市民の計画段階からの参画が影響すると思います。

長いスパンで、住民育てをしながら、この図書館リニューアルの計画を

作っていただけたらなと思っております。 

委員 

 

先ほど言われたように高年齢化されている利用者の方が多いということ

は、確かに、今、新聞を読むことが少なくなって活字に目を通すという

ようなことが若い人たちはやっぱり減っている。 

湖南市ではブックスタートも始まりまして、長い目で見て、赤ちゃんの

ときから、本がそばにあるように図書館を利用できるようにということ

で、ブックスタートで図書館登録を呼びかけています。 

案外、図書館登録をされてない親もいらっしゃって、これを機会にどう



ぞみたいな感じでやっています。 

この前も話が出たのですけど、学校司書の方を、湖南市は割ときちんと

置かれているということで、マツゾウくんはもういいかな、みたいな感

じになっているのというのを聞いたのですけど。 

例えば三雲幼稚園の子どもたちが学校上がりました。そしたら三雲小学

校にマツゾウくんは来ません。これは繋がりとしてはどうなのでしょう

か。 

せめて、小学校ぐらいまでは、マツゾウくんに全市内行っていただいて、

親になかなか連れてってもらえない子どもたちも、マツゾウくんはやっ

ぱり図書館に繋がると思うんです。学校の図書室というのは、ただやっ

ぱり図書室なんですね。 

マツゾウくんは大変だけれども、ぜひ小学校には行って欲しいなと思う

のと、それから、イオンタウンは金曜日になっていますけども、年に何

回かは、土日のにぎやかなときに行っていただきたいと思います。本当

に市民に身近な図書館になるように、せっかくあまり図書館を利用して

ないような人もみんな買い物に行くようなところに行かれるのであれ

ば、そういうことも考えてみていただけたらなと思います。 

もう 1つは、先ほど言いました、学校司書の方と、それから幼稚園、保

育園の先生たち、それから図書館の司書の方、小学校の先生、みんなが、

一貫して、どのようにこどもたちに本を届けるかということを、司書の

方の力が大きいと思うので、その辺も考えていただけたらなと思います。 

委員 

 

ふれあいスペースが一応できているのに、覗くと、誰もいないですね。 

ＰＲというか、どう伝えていくか誰にどのように知らせていくかという

のは大事だなと思っています。 

ブックスタートのことを言っておられたのですけど、ブックスタートで

図書館のカード登録を勧めているように、外に出て、そういう場に来て

くださる人に、ＰＲしていかないといけないなというのは思いました。 

菩提寺まちづくりセンターには、ブックトークに行っているのですか。 

事務局 

 

小規模多機能自治構想の中で菩提寺まちづくりセンターはその１つにな

る予定でございますので、昨年おためしという形で、移動図書館を持っ

ていきました。 

ちょうどその時に子ども食堂をされていたので、そことのタイアップの

中で、本の貸出だけではなく、乗っていた司書がお話し会もしたという

形です。 

委員 

 

私もこれはいいなと思います。まちづくりセンターに出向いて行かれて、

いろんなまちづくりセンターで、お話し会とかこういうのが進んでいけ



たらなと。 

Ａ委員さんも言っておられたのですけど、学校の方にも読み聞かせとか

復活させて欲しいと思います。 

ブックトークを教室ですると、その人が図書館行くといるのだなって思

うと、顔見知りになるでしょ。すっと、行きやすくなるのですね。 

だから、図書館の人に会うっていうのもすごく大事。 

もっとＰＲしていって欲しいなと思います。 

委員 

 

教育部長さんとか教育長さんに言いたいのは職員の司書の数をふやして

欲しい。 

職員の人が余裕を持った仕事ができるように、大事に育ててあげて欲し

い。若い人を育てて欲しいし、人数を確保して、その人たちが専門性を

持って、市内の小学校中学校へ出向けるような体制を整えてもらわない

と、今の人数で、このような私たちが思う理想が果たしてできるかと言

ったらまた職員の方を追い詰めて、しんどくなって辞める。良い方が辞

められていくのはもう見たくないので、ぜひ、人事の方でも、これは考

えておいてもらいたいなと思います。 

委員 

 

統計を見て、貸出冊数と、それから実利用者数ですね。 

他のほとんどの図書館は、コロナ禍で一旦減ったのが令和６年度には回

復傾向にあるのが、ちょっと気になっています。 

貸出冊数は通常、人口当たり何冊という形で指標化するのですが、湖南

市の図書館は、市町村合併が進み 13市になった頃には、この貸出数が県

内の 13市の中のトップでした。これが、最近は下位グループです。 

それも、かなり下の方。湖南市図書館の一番大きな課題はここにある。 

別の市で委員をやっているときに委員の方から出た話なのですが、自分

たちの使っているまちの図書館を自慢されるのですね。 

図書館に来て職員さんとお話するのが本当に楽しい。今、新しい図書館

がたくさんできて、新しい建物が注目されているけど、それ以上に、カ

ウンターに行って、そこの職員さんと話できる、この関係は財産だと。 

実際に評価あるところは、どうなのだろうということです。 

例えば、県内では、守山市図書館が新しくなってきて、非常に注目され

て、外部からは施設がすごく取り上げられるのですが、実際に守山図書

館の利用者の方たちと話して、どんな話を聞くかというと、この前、図

書館に行ったら、小さい子がカウンターに行って本のこと聞いている。 

あんな小さい子が１人で図書館の人に聞くような雰囲気が図書館にある

ということと、それを聞いたカウンターの職員さんが、その子と書架に

行って、一緒に本を探している。私はすごくいい図書館を利用している



のだなって思ったっていうのですね。 

図書館サービスの質は何によって支えられていることかということで

す。そういった意味からいうと、今この図書館の課題、先ほど言った、

貸出冊数に関しては、県内市立図書館の中で、非常に下がってきていま

す。これもたらしたのは何かというと、決して施設の問題に集約される

ものではないのだということも含めて、考えていかなければいけないと

思います。 

委員 

 

初めて会議にきて、皆さんがこの図書館に対して非常に熱心に、考えて

おられるなと今感じます。 

利用する側としましては、年がいって、眼鏡をかけても見えにくいとい

うところがあるので、大活字の本を置いていただいているのは非常にあ

りがたい。 

それと、移動図書館の滞在時間が 30 分でいけるのかなと。１ヶ所に 30

分ぐらいですね。 

利用者数の数もあるでしょうけども、本を探すのに、やっぱり 10 分 15

分はかかるでしょうからね。そうすると、その時間でいけるのかなと疑

問があります。 

あとＰＲが足りないかなと。 

１つはまちづくり協議会がサンヒルズの中で月水金にやっている、喫茶

で、こういうのがあるよとか、図書館で利用してくださいというのを、

もう少しＰＲできたらなというふうに感じています。 

委員 

 

私は先月末に先進的な取り組みをされている、愛荘町の図書館に行って

きました。湖南市はちょっと後進の図書館と、そういう考えもあって、

見学に行きました。 

愛荘町は 1つの町に対して、２館あります。 

印象に残ったのは、館長と話すことがありまして、町内の各所に、出向

いて地域要望を聞いて、要は繋がりを大切にしていると。地域の各場所

に行って、色々な要望を聞く。これは印象に残りました。 

あと、ふるさと納税で図書館カードを作れると。これは、それだけ誇れ

る図書館であるということですね。守山市もやっていると。 

今のこの湖南市ではちょっと無理なのかなと、正直思いました。 

図書館の職員も変わらないといけないし、市の職員も。 

もちろん、住民の意識も変わらないといけないなと正直思いました。 

以上です。 

委員 

 

２年前に広報で図書館サポーターを募集しますというのを見て、活動し

始めました。 



最初２名くらいだったのが、今、石部図書館では７名に増えています。 

司書さんの仕事って、本当に目に見えないような細かい仕事がたくさん

あって、それを手伝ってもらうことによって、ちょっとしたことでもす

ごく助かるんですって言って。どんなことをしているかというと、月に

１回、新聞ごとにまとめて、書庫に行って入れ替える。２人いると、チ

ームでできるから重いこともなく楽ですね。そこが１人しかいなかった

ら、倍の時間がかかる。 

図書館を好きな人って掘り起こしたらいるみたいですね。 

２人から３人と増えて、今年からまた３人が来てくれて、人が人を呼ん

でくれている。そういう人たちが上手に関わっていったら、このコーナ

ーつくるから飾りつけを何か考えてくれない、ということで折り紙を作

ったり、本当にちょっとしたことができるのですね。 

うちのサポーターさんは、学校の読み聞かせにも行っています。 

私たちサポーターでも、図書館から来ていて、図書館の本持ってきたよ

って言って、読み聞かせに行くこともできるのですね。 

だから、何も大層に何かをするということではなく、予算とか人を配置

しなくても、もしかしたら、ちょっとしたことで、市民を巻き込んで、

できるのかなという気がしているし、この週に１回の活動を続けられた

らと思います。でも、石部図書館どうなるかわからないし、ちょっと寂

しいところなんですけど。 

議長 

 

どうもありがとうございました。 

私から最後に１点。湖南市は皆さんご存じのとおり、外国人比率が今８％

に近づいて、滋賀県でもトップレベルですけど、残念ながら私がここの

図書館に来て、外国の方を見たことがない。 

外国の方も住民の１人というようなことを考えますと、すでにこの中の

８％ぐらいは、外国の方が使えるような場所を提供していく。 

さらには、労働力不足というような部分で、工業団地をはじめ、やはり

外国人労働者がこれからどんどん入ってきますので、そういったことも

念頭に置きながら、やはり進めていかないと。同じ住民さんなので、そ

の人たちも、ここを活用していただいて、そこでまた市民交流が起こる

というぐらいのまちにしていったら、住みよい湖南市がつくれていける

かなというふうに思いますので、ぜひお考えいただきたいと思います。 

やはり人口の１割ぐらい占めてくると、そういったことも考えていかな

いとだめな時期に来たのかなと思います。 

議長 

 

時間の関係もありますので一旦意見交換を終わらせていただいて、議題

の「その他」について、よろしくお願いします。 



委員 

 

先ほどお話いただいたサポーター、まさにそれを、立ち上げようと思っ

ています。動かそうとして半年ぐらいになりますが、本当にいろいろな

立場の人がいらっしゃって、いろいろなお考えを声に出しておられまし

たし、やはりそれぞれの立場で考えていっているのかなと思います。先

ほど言っていただいた、図書館と一緒になってというのが本当に、私た

ちができることをして、その分、司書さんの方が本来の司書のお役目み

たいなのをしていただくことが市民にとって一番良い形になるのかなと

思います。そして、そういう形で半年ぐらい前から、湖南市にも、そう

いうグループを立ち上げませんかということで、動き出しております。 

決して図書館の下働きでもありませんし、自分たちの意見は言わせてい

ただいて、そして、一緒に、両輪でいくような組織を作りたいなと思っ

ております。 

議長 

 

図書館協議会が先頭に立ちながら、そういった図書館をみんなでつくっ

ていくというようなことはぜひやっていきたいなと。 

委員 

 

図書館フレンズみたいな形でいきたいなと思っております。 

もうすでに図書館にも、湖南市にもいろいろなボランティアさんがいら

っしゃいます。 

その方が私たちと一緒にというのも 1 つですし、これからどういう形が

一番いいのか、お手伝いというのがお手伝いではなく、楽しみになるよ

うな、そういうシステムを作らせていただいて、市民の方たちにお声掛

けをさせていただきたいと思っています。 

また協議会の皆さんのお知恵をいただければと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いしたいと思います。 

また、動きだしましたら、少しずつお話もさしていただきたいと思いま

すので、ご協力もよろしくお願いします。 

委員 （閉会の挨拶） 

 


